
平成２８年２月１５日 発行

第 59 号 （毎月１５日発行）

http://www.library.pref.kagoshima.jp

Tel：099-224-9511

鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
児童文化室内に，小学生以下の学習の場所として「参考室」を設けて

います。

「参考室」内では，郷土に関する図書や辞典類，児童文化室内の図書

資料等を使って調べ学習をすることができます。

また，「参考室」内には，郷土鹿児島の先

人の伝記，自分が住んでいる地域のことを調

べるための資料，鹿児島の自然についての資

料，郷土に伝わる民話の紙芝居や絵本なども

そろえてあります。

夏休み期間や休日には，これらの資料を使って宿題や自由研究などの

調べ学習に取り組む子どもたちがいます。子どもたちはもちろん，大人

の方々も，「参考室」内の資料を積極的に御活用ください。

ホットの２

児童文化室内の「研究室」には，児童図書に関す

る調査研究や読書活動を支援するための資料，読み

聞かせの実践に関する資料等をそろえています｡

子どもの読書活動の実践事例等の資料もあります

ので，是非御利用ください。

また，「研究室」の一角には，県立図書館が毎年

購入している児童図書の中から，子どもの読書生活

を豊かにし，人間形成を図ることのできる本として

職員が選定した「児童図書モデルリスト」を３年分（平成25年から平成27年ま

で）紹介しています。

子どもの発達段階に応じて，幼児，小学校低・中・高学年，中学校に分けてありますので，本を

選ぶ際の参考として御活用ください。

《一般書》２月２６日（金） 《児童書》２月２３日（火）

○『鹿児島ふるさとの神社 祭りと伝統行事』

高向嘉昭/著 南方新社

○『真田幸村と真田丸』宝島社

○『坂の途中の家』角田光代/著 朝日新聞出版

○『アレス（天命探偵Next Gear2）』神永学/著 新潮社

○『シャルリとは誰か？』エマニュエル・トッド/著

堀茂樹/訳 文藝春秋

○『まねっこ』 おぐまこうじ/さく くもん出版

○『わすれものチャンピオン』花田鳩子/作 羽尻利門/絵 ＰＨＰ研究所

○『１９歳の小学生』久郷ポンナレット・久郷真輝/著 メディアイランド

○『ひみつの校庭』吉野万理子/作 宮尾和孝/絵 学研プラス

○『インカの世界を知る』木村秀雄・高野潤/著 岩波書店

参考室内の「参考資料コーナー」

鹿児島に関する資料のコーナー

研究室内の図書資料

研究室内の「モデルリスト」
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○児童文化室ミニ展示 ２月23日(火)～３月１７日(木)

「『ありがとう』って，いいことばだね！」

さまざまな「ありがとう」の感謝の気持ちを

伝える本を紹介します。

○一般閲覧室ミニ展示 ３月２日(水)～３月31日(木)

「災害に備える」

災害の記録集や危機管理に関する本を紹介し

ます。

書庫増設工事完了に伴い，図書を大幅に移動

する必要があるため，３月18日(金)から３月

25日(金)まで臨時休館とさせていただきます。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント* ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

ゆきのなかに お○○がひとつ さいていたよ！ ※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日。 ※ ３月18日(金)から３月25日(金)までは書庫増設

工事に伴う図書移動のため臨時休館します｡

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（２月26日,３月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（２月23日）。

『はなをくんくん』
ルース・クラウス/ぶん マーク・サイモント/え

きじまはじめ/やく（福音館書店）からのクイズです｡

ゆきがふるもりのなかで，もりのどうぶつ
たちがねむっています。みんながめをさま
し，はなをくんくんしながらあつまってきま
した。さて，ゆきのなかにはなにがあったの
でしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，３月１３日（日）までに入れてください。正解
はこ がつ にち にち い せいかい

者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「きつね」でした。たくさんの御応募ありが
ぜんかい こた ご おう ぼ

とうございました。

今回紹介していただいた宝本は，エリック・カール著，もりひさし訳

の『はらぺこあおむし』（偕成社） です。

結婚して，はじめて子どもができたとき，出産祝いにいただいた本です。

あまり絵本を読むことのなかった私ですが，これを機に赤ちゃん絵本を見る

ようになり，息子も本への興味が出はじめた頃だったのでよく読んでいました。

絵と穴をじっと見てさわる息子がかわいかったのを覚えています。

保育園で『はらぺこあおむし』を出し物で行ってからというもの，歌いながらページを開き，そのときのことを

楽しそうに話してくれます。今では，息子と娘が私に読んでくれます。思いの込もった一冊の宝本です。

県立図書館にシンボルマーク
があることを御存知でしょうか。

このマークの由来は，古くか
ら衣類や書物の虫除けに用いら

れたヘンルーダ（芸香草）とい
うんこうそう

う植物と，開かれた本をかたど
ったもので，緑色はヘンルーダの葉の色，円の外側
に本が突き抜けているのは図書館の発展を象徴して
います。（デザイン 滝下隼人氏）

昭和55年に，現在の場所への新館移転を記念し
て，旧図書館（現博物館）正面玄関の上に掲げられ
ていた文様を基に，新たに図案化して制定されまし
た。

当館には，このシンボルマークが確認できる場所
が数か所あります。是非見付けてみてください。
（スタンプもありますよ。）


